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楠地区 

平成１７年２月７日、四日市市と楠町が合併し、「未来をひらく元気な都市づくり」を目指して

新しい四日市市がスタートした。 

 

●楠町の沿革 

 江戸時代から楠七郷と言われる七つの村が、明治初期の廃藩置県などにより南川・南五味塚と本

郷・北五味塚・吉崎、それに小倉・北一色の三つに編制された。その後の編制変えで、明治17年に

小倉・北一色は他の村に編制されますが、明治22年には復帰し、再度楠七郷が一つとなって楠村が

誕生した。昭和15年に町制を施行するが、この地域は明治合併以降実に116年にわたって一つの自

治体として運営してきた。 

 

●楠総合支所 

合併協議会の協議により楠町役場は楠総合支所となり、楠地域の住民に対して、合併後の不安を

解消するため、また、これまでのサービスの低下を極力最小限にとどめるため、住民への相談事業

とともに、窓口業務などのサービスを引き続き行なうほか、楠地域のまちづくり活動の支援や地域

振興などの業務を行うため４課（振興課、市民福祉課､地域課､楠プラザ）７係の体制をとっている。 

 

●地域審議会とは 

   地域審議会は、市町村の合併の特例に関する法律に基づき、合併に対する懸念や不安を払拭する

ため、合併前の旧楠町の区域にのみ設置されたもので、その主な役割は合併前に策定し合併の是非

の判断材料とした新市建設計画の進捗状況等のチェックを行い､必要に応じて市長に対して意見を

述べることができるというものである。地域審議会の委員は､公共的団体等を代表する委員､事業者

を代表する委員､公募による委員､学識経験を有する委員の10名からなっている。 

 
●新市建設計画とは 

 市町村の合併の特例に関する法律に基づき、合併の適否の判断材料として策定された計画をさす。

計画期間は10年間で、計画を変更する場合には、地域審議会の意見を聞いたうえで議会の議決を経

なければならないとしている。 

   計画では、新市のまちづくりの基本理念として「未来をひらく元気な都市」という将来像を設定

して、基本目標として「人と地域がつながる大きく広がるまちづくり」「健康で安心して暮らせる

快適環境のまちづくり」「人を育み活力ある未来を生み出すまちづくり」の３本柱を設定している。 
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四日市市楠福祉会館 

四日市市楠福祉会館は、市民の福祉、健康の増進及び生活文化の向上に資するため、市民の誰に

も開かれた複合施設として、その運営や事業を展開することを目的としている。その管理運営につ

いては、平成１8年度からは、指定管理者制度を導入している。 

また、大雨等の災害時には第一次避難所として指定されており警報発令時には避難所として利用

されている。 

●施設概要  

・所在地  四日市市楠町南五味塚６０番地 

・総事業費 約９億円 

・竣 工  平成５年 

・敷地面積 ３，５２５．７９㎡（総面積） 

・建築面積 １，２８２．４４㎡ 

・延床面積 １，９８２．１１㎡（内楠町商工会２００．６１㎡） 

・構 造  鉄筋コンクリート造２階建 

・開館時間 午前８時３０分から午後９時３０分 

・休館日  年末年始（12/29から 1/3） 
●施  設 

（施設内容） 

・１階 ホール、第２会議室、おもちゃ図書館、ボランティアルーム 

・２階 第 1会議室、調理室、教養娯楽室、トレーニングルーム 

（収容人数） 

・１階 ホール：300名程度、第２会議室：10名程度 

・２階 第 1会議室：50名程度、教養娯楽室1・2：100名程度、教養娯楽室３：15名程度 

● 施設利用料金表 

個人、私的団体（企業を含む）催し行事等 

利用時間 

利用施設 

午前 

8：30～12：00 

午後 

13：00～17：00 

夜間 

17：30～21：30 

平日 6,000円 6,000円 6,000円
ホール 

土日祝日 8,400円 8,400円 8,400円

平日 1,200円 1,200円 1,200円他の一室又は 
一区画につき 土日祝日 1,800円 1,800円 1,800円

営利行為を行う催し行事等 

利用時間 

利用施設 

午前 

8：30～12：00 

午後 

13：00～17：00 

夜間 

17：30～21：30 

平日 12,000円 12,000円 12,000円
ホール 

土日祝日 16,800円 16,800円 16,800円
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平日 2,400円 2,400円 2,400円他の一室又は 
一区画につき 土日祝日 3,600円 3,600円 3,600円

※上記部屋代のほか、別途冷暖房使用料がかかります。 
※午前及び午後を引き続き使用する場合は午前８時３０分から午後５時まで、午後及び夜間を引き続

き使用する場合は午後１時から午後９時３０分まで、午前から夜間を引き続き使用する場合は午前８

時３０分から午後９時３０分までの時間とし、その利用料金は各時間帯の利用料金の合計額とする。 
 
 
 

四日市市楠ふれあいセンター（愛称：ゆめの木） 

四日市市楠ふれあいセンターは、高齢者が健康を維持し、自らの意思で積極的に社会参加し、地

域社会の新たな担い手として生きがいを見つけ、活動・交流していただける拠点となる場であり、

また、高齢者がこれまでに培った知識や経験を活かして子育てに不安を持つ保護者の相談相手にな

ったり、次世代を担う子供達へものづくりを伝えていく等の健全な育成を行う場として活用してい

ただく施設である。 

平成１８年度オープン当初から指定管理者制度を導入し、管理運営を行っている。 

●施設概要  

・所在地  四日市市楠町北五味塚１４５２番地１ 

・総事業費 約５億３千万円 

・竣 工  平成１８年３月 

・敷地面積 ４，１４７．１０㎡（総面積） 

・建築面積 １，２２２．６２㎡ 

・延床面積 １，１１２．７５㎡ 

（内 会館部分１，１０２．１６㎡・自転車置き場部分１０．５９㎡） 

・構 造  鉄骨造平屋建 

・開館時間 午前８時３０分から午後９時３０分（施設の予約受付は午後９時００分まで） 

・休館日  年末年始（12/29から 1/3）及び毎月第２月曜日 
 

●施設 

（施設内容） 

・屋内 多目的室、創作室、談話室、ふれあい室、リラックスルーム（無料） 

足湯（無料。開放時間は午前１０時００分から午後４時００分まで） 

・屋外 ふれあい広場（４０４．８０㎡の中庭で健康遊具１０点設置） 

駐車場（一般車６２区画 車椅子用２区画）  

（収容人数） 

・多目的室：120名程度、創作室：24名程度、談話室：40名程度、ふれあい室：40名程度、 

リラックスルーム：10名程度、足湯：15名程度 
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●施設利用料金表 

利用時間 

利用施設 

午前 

8：30～12：00 

午後 

13：00～17：00 

夜間 

17：30～21：30 

多目的室 1,050円 1,050円 1,050円 

創作室 630円 630円 630円 

談話室 840円 840円 840円 

ふれあい室 840円 840円 840円 

※上記時間には、施設内での準備及び片付け等利用前の状態に戻すまでの時間も含みます。 

※ふれあい室は休館日を除く平日の午前・午後を無料開放しています。但し、他の部屋の予約状況等

によっては無料開放を中止している場合があります。 

※午前及び午後を引き続き使用する場合は午前８時３０分から午後５時まで、午後及び夜間を引き続

き使用する場合は午後１時から午後９時３０分まで、午前から夜間を引き続き使用する場合は午前８

時３０分から午後９時３０分までの時間とし、その利用料金は各時間帯の利用料金の合計額とする。 

※冷暖房設備・附属設備等の利用には別途利用料金がかかります。 

 

●事業概要（平成２０年度） 

① 映画鑑賞会 
② ふれあいマイスター活用事業 
    室内スポーツ教室、室内スポーツイベント、室内文化イベント、 

    ものづくり教室（陶芸・絵手紙・伊勢型紙・そば打ち・ものづくり）  

③ 各種セミナー 
    生きがいづくり講演会、健康体操、足湯セミナー、気功、大型遊具による多目的室開放 

④ ゆめの木教室 
   育児・妊婦相談、よみきかせ、ふれあいの輪をひろげよう、昔の「遊び・歌」伝承 

⑤ 四季のイベント 
   夏祭り、ハロウィン、クリスマス会、春の調べ 

 

●貸室利用状況 

平成１８年度 平成１９年度  

件数 利用者数 件数 利用者数 

多目的室 ３６２件 ９，５５９人 ２３０件 ８，３４０人 

創作室 １５１件 ２，２１１人 ２６２件 ４，３２２人 

談話室 ７３件 ９１９人 １８３件 ３，２４１人 

ふれあい室 ４２件 ６３６人 １７件 ４４５人 

計 ６２８件 １３，３２５人 ６９２件 １６，３４８人 

※ ふれあい室のデータは有料貸室時のみで無料開放時を含めていません。 
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・四日市市楠プラザ 
楠プラザには、鈴鹿山脈をイメージして創られた木造の体育館をはじめ、多目的運動場、テニスコ

ートなど、市民の健康づくりや体力づくり、競技力の向上などのスポーツ振興の拠点となる運動施設

や、トリムコースや大型木製遊具などの散歩道のほかに、人工の山（中洲の山）や名草池があり、小

川のせせらぎや四季折々の草花を楽しむことのできる公園施設がある。 

また、文化・教養・福祉・健康づくりなど様々な学びの拠点として、楠公民館が併設されており、

自らの学ぶ力を育む学習活動、個性をのばし、ふれあいを求める趣味・文化活動を発信していくこと

で文化活動の継続と支援を行っている。 

平成１６年４月から７月まで楠公民館図書室の改修工事を行い、蔵書数を約４万冊に倍増し、「え

ほんのへや」や「参考図書室」の設置や図書室事業の充実を含め、乳幼児から高齢者まで幅広い世代

で活用できるようになり、平成１７年２月には、市立図書館・あさけプラザ図書館・環境学習センタ

ーとのネットワークへの参加により、新たな利用者サービスの提供を行っている。これらの複合施設

が楠プラザである。 

時代は日々変化しており、人々が社会教育事業に求める要望も変わってきている。複合的な施設を

有するこの楠プラザは、市民の自主的な活動を活性化させるため、地域づくり・まちづくりにつなが

る新たな学習テーマを提供していくように努めている。 

 

●楠公民館 施設概要 

・所在地  四日市市楠町北五味塚1211番地1 

・総事業費 約５億円 

・竣 工  昭和６０年 

・敷地面積 ２，７９７．８３㎡（総面積） 

・建築面積 ９６４．８１㎡ 

・延床面積 １，７１５．１９㎡ 

・構 造  鉄筋コンクリート造３階建塔屋1層 

 

●施設 

・創作、学習施設・・・大集会室・研修室・小会議室・和室・調理室・創作作業室 

・図書室・・・図書室・参考図書室・えほんのへや 

・その他・・・事務室・印刷室・ロビー・ラウンジ 

 

１．平成19年度 楠公民館利用状況 

開館日数 利用件数 利用者数 

360日 935件 20,070人 

 

２．平成19年度 楠公民館図書室利用状況 

開館日数 蔵書総数 利用者数 貸出冊数 予約冊数 

287日 45,546冊 22,755人 108,156冊 6,929冊 
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インターネット予約件数 相互貸借（貸出） 相互貸借（借受） 学習室利用者数 レファレンス件数 

1,930人 343冊 465冊 296人 101件 

 

よみきかせ（46回） おはなし会（14回） 

 652人  289人 

 

四日市市楠歴史民俗資料館 

この資料館の主要施設である旧庄屋岡田邸は、代々庄屋の要職にあった名家であり、幾つかの古文

書や神社棟札、また文政12年（１８２９年）の岡田家の古文書にも庄屋の記載がみられ、この頃に庄

屋職を桑名藩より拝命したと推定されている。また、建物については、敷地内に祭っていた弁財天の

社の中に、宝暦１０年（１７６０年）の記載があることから建築年代は１８世紀半ば、少なくとも江

戸時代末期に、現在の主屋と土蔵が建築され、約２５０年ほど経過しているのではないかといわれて

いるほど歴史的価値が高い建造物であり、四日市市有形文化財（建造物）に指定されている。 

 

●施設概要  

・所在地  四日市市楠町本郷１０６８番地 

・総事業費 約１億１千万円 

・竣 工  平成１７年３月２９日 

・敷地面積 ９３２．２３㎡（総面積） 

・建築面積 ３６６．６８㎡ 

・延床面積 ４５２．１９㎡ 

・構 造  主 屋     木造瓦葺平屋 129.06㎡（四日市市指定有形文化財） 

立会所     木造瓦葺平屋  78.84㎡（四日市市指定有形文化財） 

蔵       木造瓦葺平屋   39.08㎡（四日市市指定有形文化財） 

水屋      木造瓦葺平屋    2.76㎡ 

展示棟兼収蔵庫 木造瓦葺２階建 202.45㎡ 

・見学時間    午前 9時から午後5時 

・入館料     無料 

・休館日     毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日にあたるときは、その翌日） 

年末年始（12/29～1/3）・臨時休館日 
 

●施設  

・ 旧庄屋岡田邸（主屋・立会所･蔵･水屋） 

・ 展示棟兼収蔵庫・・・常設展示室・映像コーナー・企画展示コーナー 

・ その他・・・事務室・収蔵庫 

●利用状況 

 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

開館日数 286日 310日 307日 

 来館者数 5,955人 5,230人 6,110人 
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